【エンジニアリング業】

職種：プロジェクトマネジメント　　職務：プロジェクトマネジメント

【概要】

　エンジニアリング業において、プラント建設等の個々のプロジェクトを指揮・統括する仕事。または、プロジェクトマネジャーの下で、コスト、スケジュール、リソース、契約、品質、環境安全等の特定業務を遂行する仕事。

【仕事の内容】

　エンジニアリング業における中核的な職種として、設計、調達、輸送、建設等の各部門と連携しながら、プロジェクトマネジャーまたはプロジェクトエンジニア（プロジェクトスペシャリスト）として個々のプロジェクトを指導・統括する仕事をさす。具体的には、プロジェクト全体の理解に基づき、顧客及び社内外関係者と連携しながら、コスト、スケジュール、リソース、契約、品質、環境、安全、リスク等を適切にマネジメントすることでプロジェクトの成果物を具現化することを目的とする。

【求められる知識・経験】

（1） プロジェクトマネジメントの仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、多くの場合、大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、物理や機械工学、電気・電子工学等のエンジニアリングの基礎を十分に身につけていることが望まれる。また、経験者募集の場合には、一定の実務経験（実績）が要求される。

（2） 社内外関係者と円滑に意思疎通しながら様々な業務をコーディネートすることが求められるため、コミュニケーション力、折衝・交渉力、対人関係能力が必要となる。

【関連する資格・検定等】

· 技術士（機械、電気電子、化学、金属、建設、上下水道、衛生工学、情報工学、応用理学、環境等の各部門）　〔社団法人 日本技術士会技術士試験センター〕

　・ＰＥ（Professional Engineer）　〔ＮＰＯ法人 日本ＰＥ・ＦＥ試験協議会〕

· ＰＭＲ（Project Management Registered）
· ＰＭＳ（Project Management Specialist）
〔特定非営利活動法人 プロジェクトマネジメント資格認定センター〕

　・ＰＭＰ（Project Management Professional）
 〔有限責任中間法人 ＰＭＩ東京（日本）支部〕　

· ISO9000、ISO14000主任審査員　〔財団法人 日本適合性認定協会〕

· 建築士　〔財団法人 建築技術教育普及センター〕

· 建築設備士　〔財団法人 建築技術教育普及センター〕

· 建築構造士　〔社団法人 日本建築構造技術者協会〕

· １級建築施工管理技士　〔財団法人 建設業振興基金試験研修本部〕

· １級土木施工管理技士　〔財団法人 全国建設研修センター土木試験課〕

· １級管工事施工管理技士〔財団法人 全国建設研修センター管工事試験課〕
など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０３１　機械技術者　　０５１　建築技術者　　０５２土木技術者

